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－１０年先を見据えた「知財人財育成プラン」の実施

－知財を産業競争力に結び付ける知財マネジメント人財の育成・確保

－グローバル競争時代に対応した知財専門人財（特許庁審査官、弁理
士など）の育成・確保

－教員に対する研修の充実を始めとした知財人財の裾野の拡充

グローバル時代の知財システムを追求する。

－我が国リードによる特許制度調和の推進

－特許審査ハイウェイの新興国への拡大

－意匠の国際登録に関するヘーグ協定への加入に向けた取組の推進

－音や動きを含む新たな商標への保護対象の拡大に向けた検討の加速

イノベーションを創成するために総合的な知財マネジメントを積極的に活用する。

国際標準化戦略を含む知財戦略の推進

グローバル競争が激化する中で、競争力強化のために国際標準や知的財産
を戦略的に活用できる人財や、世界を舞台に活躍できる知財人財が求められて
いる。

欧米の勝ち組企業は画期的なビジネスモデルや知財マネジメントを駆使して
世界の産業を先導している。我が国の「知」を産業競争力につなげていくには、
より高度で総合的・戦略的な知財マネジメントを駆使することが必要である。

各国の「知財システム」間競争が激化している中で、我が国の「知財システム」
の整備を一層図りながら、グローバル知財システムの構築をリードすることが
必要である。

次世代の知財人財を育成し確保する。

○グローバル・ネットワーク時代に対応し、我が国の知財システムの競争力を高めるとともに、新たな時代に対応
する知財人財を加速的に育成・確保する「知財人財育成プラン」を強力に実行する。

○国際標準化を含む総合的な知財マネジメントの実現により、我が国が世界に誇る技術力・デザイン力・ブランド
力を最大限に発揮してイノベーションを創成し、我が国産業の国際競争力の強化につなげる。

中小・ベンチャー企業の知財活動の強化

中小・ベンチャー企業では資金や人財の不足により、優れた知的財産を十分に
活用できていないのが現状であり、グローバルに通用する事業を創造していくた
めの支援が求められている。

－我が国企業の競争力強化に資する知財戦略研究の推進

－生活支援ロボットやＬＥＤ照明を始めとした先端技術に関する認証ス
キームの構築支援

－産学連携の強化

－知財総合支援窓口、外国出願費用助成を始めとしたグローバル
展開のための総合的な中小企業支援

－ＳＢＩＲ（ベンチャーの研究開発から事業化までを一貫して支援す
る制度）における多段階選抜方式の推進

「知的財産推進計画２０１２」骨子に盛り込むべき事項（案）概要
（知的財産による競争力強化・国際標準化専門調査会関連）
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